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研究成果の概要（和文）：近年，脳機能計測技術が発展し，ニューロマーケティングへと応用されている．本研究では
，購買意思決定要因の1つである口コミに着目し，NIRSを用いて口コミ閲覧時の脳活動を計測し，計測結果を用いて，
オフラインにて判別を行った．分類手法には線形判別，隠れマルコフモデル，サポートベクターマシンを用いた．解析
の結果，判別精度は約70%となり，脳活動を利用した新しい購買意思決定支援システムの可能性を示すことができた．

研究成果の概要（英文）：In recent years, with the development of brain function measurement technology, re
search in the field of neuromarketing has been carried out widely.In the present study, we focused on word
 of mouth which is one of an important factor in purchase decision-making.Brain activity during the inspec
tion of the word of mouth was measured using near-infrared spectroscopy (NIRS).Validation of classificatio
n accuracy was analyzed by offline using the data obtained in the experiment.We used classification method
s such as linear discriminant analysis (LDA), the hidden Markov model (HMM), and support vector machines (
SVM).In the results, the accuracy is about 70 %, so the potential of new purchase decision support system 
using brain activity was suggested.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 近年，非侵襲的脳機能計測技術が発展し，
人間の脳機能の解明が進んでいる．これらは
ニューロマーケティングといった経営活動
の解明にも応用されている．このように脳情
報の応用は分野横断的な研究が重要である．
現在までに経営活動の１つである購買意思
決定に関する脳機能の解明が行われている．
これまでに購買意思決定要因の 1 つである
「選好」に着目し，選好に関する脳機能を解
明し，その応用として脳情報を用いた購買意
思決定支援（脳情報から選好商品を判別し，
その商品に関する詳細情報を提示する）シス
テムを開発した．さらに有用な購買意思決定
支援システムとするためには，その他の購買
意思決定要因に関する脳機能を解明し，導入
する必要がある．購買意思決定の要因として
主に 3 つ考えられる．つまり，消費者は選好
する商品を見つけ，その商品の価格および他
の消費者の評価（口コミ）を調べ，類似商品
を比較して購買意思決定を行うと考えられ
る．そこで，本研究では「口コミ」に着目す
る．これまでに，エージェントシミュレーシ
ョンに口コミを導入し，口コミの重要性を示
しており，購買意思決定においても口コミは
重要であると考えられる．また，口コミに対
してポジティブまたはネガティブに感じた
かという感情が購買意思決定に影響すると
考えられる．これまでに，4 種類の感情音声
を用いて，感情に関する脳機能の解明に取り
組んでおり，ポジティブとネガティブな感情
に関して判別できそうな知見を得ている．つ
まり，口コミ閲覧時の感情の脳情報にも利用
できるのではないかと考えられる．以上より，
購買意思決定支援システムに口コミに関す
る脳情報を用いたシステムを開発すること
を目的とする．また，脳機能計測装置として
NIRS（近赤外線分光法）を用い，測定対象
を前頭前野とする．  

 

２．研究の目的 

 上記の背景およびこれまでの研究成果を
もとに，本研究では，口コミ閲覧時の脳機能
を解明し，口コミ閲覧時の脳情報を用いた購
買意思決定支援システムの開発を目的とす
る．つまり，①選好商品に関する詳細情報と
して口コミを提示する．②その口コミに関す
る感情（ユーザがどのように感じたのか）を
脳情報から判別し，その感情に応じた類似商
品を提示する．③類似商品に関する口コミを
提示し，脳情報から次の類似商品を提示する．
④これらの過程を数回繰り返す．⑤口コミ閲
覧時の脳情報群を用いた類似商品の順位付
け結果をユーザに提示し，購買意思決定を支
援する． 

 上記システムを開発するために，口コミ閲
覧時の脳活動部位の特定，類似商品提示機能，
商品順位付け機能を検討することを目的と
する． 

 

３．研究の方法 

 以下の方法により研究を行った． 
 
(1)実験計画の立案および準備 

 口コミ閲覧時の脳活動を計測し，口コ
ミ閲覧時の脳活動の特徴を得るために，
シミュレータ（タスク）を作成した．本
研究では口コミを対象とするため，口コ
ミ以外の要因（選好や価格など）をでき
る限り排除する必要がある．そこで，本
研究では対象商品として映画を用いるこ
とにした．映画は価格が統一されており，
ポスターなどの情報だけではその概要を
詳しく知ることが難しいため，口コミが
重要である．実際，映画は口コミの影響
が大きい商品といわれており，口コミの
研究題材として用いられている． 
 本研究では，被験者が以前に視聴した
ことがある映画が実験に用いられること
を減らすために，邦画や有名な映画はサ
ンプルから除外した．また，被験者の映
画の好みが実験に影響を与えないように
するために，感動（人間ドラマなど），興
奮（アクションなど），恐怖（ホラーなど）
の 3つのカテゴリーにわけ，1本の映画に
つき，以下の情報を収集した． 
 
・ポスター 
・タイトル 
・カテゴリ 
・あらすじ 
・口コミ 
 
 上記で収集した情報を用いて，以下の
ようにタスクを設計した． 
 
口コミ評価タスク 

step1：レスト 
 ディスプレイ上に”X”を画面中央に
表示し，何も考えずに”X”を注視する
ことで，脳活動を安定させる． 

step2：ポスターの表示 
 映画の広告として，ポスターを画面
左側に表示する． 

step3:映画情報の表示 
 映画の情報として，タイトル，カテ
ゴリ，あらすじを画面右側に追加して
表示する． 

step4:購買意欲に関する質問 
 被験者が提示した映画に対してどの
ような感情を抱いたかを知るために，
映画を見たいか？などについてポジテ
ィブまたはネガティブのどちらを感じ
ているかの質問をする． 

step5:レスト 
 再び脳活動を安定させるために”X”
を表示する． 
 



step6:口コミの表示 
 映画に対する口コミを画面中央に表
示する． 

step7:購買意欲に関する質問 
 被験者が口コミに対してどのような
感情を抱いたかを知るために，映画を
見たいか？などについてポジティブま
たはネガティブのどちらを感じている
かの質問をする． 

 
 上記の具体的な表示内容および流れを
図 1 に示す．また，本研究では脳活動の
計測機器として NIRS を用い，図 2に示す
チャンネルの計測を行う．また，NIRS か
ら出力される脳活動データはリアルタイ
ムにPCに転送され保存されるようにシス
テムを構築した．実験は被験者への負担
などを考え，被験者 1 人当たり 2 時間と
し，途中で休憩を行うように実験計画を
立てた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 シミュレータ（タスク）概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 測定部位 

(2)実験の実施 
 上記(1)で作成したシミュレータおよ
び実験計画に従い，富山大学の学生に対
して実験を行った．被験者はディスプレ
イの前に座り，口コミ評価タスクを実行
する．NIRS 計測時にはセンサの固定のた
めに頭部を圧迫するため，気分が悪くな
る被験者もいることから，被験者の体調
などには十分な注意を払った． 
 

(3)実験データの解析 
 上記実験によって得られた脳活動デー
タを用いて，口コミに対する感情（ポジ
ティブまたはネガティブ）に関する解析
を行った．具体的には，生体ノイズなど
の除去の前処理を行い，時間領域および
周波数領域において，統計的手法（t検定）
により，口コミに対する感情ごとに脳活
動の違いを検証した．さらに，オフライ
ンにて脳活動から口コミに対する感情を
判別することができるかを複数の判別手
法を用いて検証を行った． 
 

４．研究成果 
 本研究で得られた研究成果は以下の通り
である． 
 
(1)口コミ閲覧時の脳活動 

 始めに，時間領域の解析結果について
検証する．口コミ閲覧時の脳活動を感情
ごとに分類し，時間領域において比較し
た．ここでは，生体ノイズ等の影響を軽
減するために，ローパスフィルタによる
ノイズ除去処理を行い，ポジティブ，ネ
ガティブ，どちらでもないのそれぞれに
ついて t 検定による有意差を検証した．
その結果，感情を想起している時とそう
でない時（つまり，ポジティブとどちら
でもない，ネガティブとどちらでもない）
には脳活動に有意な差が多く見られるこ
とが分かった．しかし，感情の種類によ
る違い（つまり，ポジティブとネガティ
ブ）には有意な差が見られない事が分か
った．次に，周波数領域に対しても同様
の検証を行った．その結果，基本的には
時間領域の場合と同様に感情を想起して
いる時とそうでない時に有意な差が見ら
れ，さらに少数ではあるが感情の種類に
よる違いにも有意な差が見られることが
分かった． 
 上記の結果から感情的な口コミとどち
らでもない口コミを脳活動から判別でき
る可能性があることが分かった．そのた
め，どちらでもない口コミを役に立たな
い口コミと考えれば，消費者にとって必
要のない口コミを特定することができる
可能性がある．また，ポジティブとネガ
ティブの口コミの判別も少数ではあるが
有意な差があることから可能性があるこ
とが分かった． 
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(2)口コミ閲覧時の脳活動の判別 
 上記(1)の結果より，脳活動から感情的
な口コミとどちらでもない口コミの判別
ができる可能性があることが分かった．
また，感情的な口コミ間でも周波数領域
では少数の有意差が見られたことから，
感情的な口コミ間の判別の可能性もある．
そこで，脳活動データから複数の特徴量
の抽出手法を用いて，オフラインにて判
別精度の検証を行った．具体的な特徴量
の抽出手法は以下の通りである． 
 
・時間領域 基準点変更 

 0～10 秒，1～10 秒のように基準点を
変更したときに有意差があるデータを
特徴量とする． 

・時間領域 平均化 
 0～5 秒，1～6 秒のように基準点を変
更しながら 5 秒間のデータを切りだし，
これらを加算平均したデータに対して
有意差があるデータを特徴量とする． 
 

・周波数領域 基準点変更 
 時間領域に用いた基準点を変更する
方法を周波数領域に適用する． 

・周波数領域 平均化 
 時間領域に用いた平均化する方法を
周波数領域に適用する． 

 
 上記の 4 種類の特徴量を用いて，線形判
別（LDA），隠れマルコフモデル（HMM），サ
ポートベクターマシン（SVM）により判別精
度の検証を行った．具体的には，感情的な
口コミとどちらでもない口コミの最大判別
精度は約 68%，感情的な口コミ間の最大判別
精度は約 69%となった．また，3種類の判別
手法の中では SVM が最も良い判別精度とな
り，適した特徴量は被験者により異なるこ
とが分かった． 

 
(3)得られた成果のインパクトと今後の展望 
 上記の結果より，判別精度は約 70%と必ず
しも十分な判別精度であるとは言えないが，
今後の口コミに対する脳活動を用いた新し
い購買意思決定支援システムへの応用可能
性を示すことができたと考えられる．つまり，
口コミ閲覧時の脳活動のデータを蓄積し，購
買履歴ばかりでなく，脳活動データも同時に
用いて商品を推薦したり，複数の商品に対す
る口コミ閲覧時の脳活動からそれらの口コ
ミに関する感情の度合いを推定し，感情の度
合いに応じて推薦商品を順位付けして提示
するなどの今までにない新しいシステムへ
の応用が期待できる． 
 本研究で得られた成果は，ニューロマーケ
ティングにおける脳活動からの価格推定や．
福祉分野におけるカーソルコントロールな
ど様々な分野へ応用した．本研究成果は，今
後もその他の分野に対して脳活動を利用し
たシステムへ応用できることが期待できる． 
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